


































































　社会に対して大きなインパクトを与えた技術革新の多くは、要素技術の優れた「使い方」に
よって達成されたことに気がつかされる。これらを可能にした要素技術に注目が集まりがち
であるが、それは全体像のごく一部である。この「使い方」が適用される範囲を大きくとれば、
それだけ複雑さとマネジメントの困難さは増大するが、得られる果実も巨大である。環境負
荷低減や減災害の実は、この範囲を都市や国土の範囲まで広げて達成され得ることを再認識
したい。本文で取り上げた事例は、いずれも実現に向けて優れて高いフットワークを発揮し
ている。日本における社会基盤整備事業や技術展開のスピードは、国際社会のそれからみる
と、やはり低速度といわざるを得ない。速く実現することで実を多く獲得できる、という当然
の事を当然のごとく受け入れて実施するマネジメントが求められる時代といえる。
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